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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す
る四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 38,897 △18.4 1,787 △31.1 1,774 △30.9 1,082 △36.3

2025年３月期第１四半期 47,682 0.5 2,593 △31.3 2,568 △32.9 1,699 △41.1
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 1,185百万円(△30.0％) 2025年３月期第１四半期 1,693百万円(△45.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 19.98 －

2025年３月期第１四半期 31.38 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 148,852 106,803 71.8

2025年３月期 149,148 106,810 71.6
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 106,803百万円 2025年３月期 106,810百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 18.00 － 22.00 40.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 8.00 － 16.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 76,500 △14.6 2,900 △39.4 2,700 △42.5 1,500 △53.3 27.69

通期 157,500 △7.0 7,300 △13.5 7,000 △13.8 4,200 △26.3 77.53
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 63,079,256株 2025年３月期 63,079,256株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 8,904,088株 2025年３月期 8,903,954株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 54,175,271株 2025年３月期１Ｑ 54,157,398株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載している業績見通し等の将来に関する内容は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

様々な不確定要素が内在しております。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績

予想の前提となる条件等につきましては、添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、企業の設備投資意欲は底堅く、緩やかな回復傾向にはある

ものの、内需においては雇用の改善と名目賃金が増加の一方で、物価上昇が民間消費の下押し要因となっているこ

とで成長率は横ばいとなっております。また米国の関税政策による影響が予想されることから、引き続き注視する

必要があります。

当社グループの主力事業である鉄鋼業界におきましては、建設業向けは資材高騰や人手不足に伴う工期の遅れな

どの影響が継続し、製造業向けについても盛り上がりを欠いていることから、国内需要は低位に推移しておりま

す。それに加え依然高水準にある中国からの鋼材流入の影響により鋼材販売価格が下落傾向にあります。このよう

な中で、当社グループは「中山製鋼所グループ2030長期ビジョン」の実現に向けて、既設電気炉５万トン/月生産能

力の確立に向けた能力増強工事の実施や、新電気炉投資に係る環境アセスメント手続を進行させるなど、長期計画

に基づき着実に実行しております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高388億97百万円(前年同期比87億84百万円減)、営業

利益17億87百万円(前年同期比８億６百万円の減益)、経常利益17億74百万円(前年同期比７億94百万円の減益)、親

会社株主に帰属する四半期純利益10億82百万円（前年同期比６億16百万円の減益）となりました。

当第１四半期連結累計期間における各セグメントの業績は、次のとおりであります。

鉄鋼につきましては、鋼材販売数量の減少や固定費の増加などにより減益となりましたが、その一方で鋼材販売

価格を下落傾向の中維持に努め、主原料価格が下落したことによりスプレッドが改善され、減益幅は縮小しており

ます。これらの結果、売上高は382億87百万円(前年同期比87億99百万円減)、経常利益は16億22百万円(前年同期比

７億72百万円の減益)となりました。

エンジニアリングにつきましては、海洋部門の売上減などにより、売上高は４億７百万円(前年同期比10百万円

減)、経常損失は２百万円(前年同期比22百万円の減益)となりました。

不動産につきましては、賃貸収入を中心に安定した収益を確保し、売上高は３億65百万円(前年同期比１百万円

増)、経常利益は１億77百万円(前年同期比10百万円の減益)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,488億52百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億95百万円

減少しました。これは主として、受取手形、売掛金及び契約資産、電子記録債権、有形固定資産が増加した一方、

棚卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）が減少したことによるものであります。

負債は420億48百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億88百万円減少しました。これは主として、電子記録

債務、未払金が増加した一方、支払手形及び買掛金、賞与引当金が減少したことによるものであります。

純資産は1,068億３百万円となり、前連結会計年度末と比べ６百万円減少しました。これは主として、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上及び剰余金の配当によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年５月９日に公表いたしました数値より変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,346 15,475

受取手形、売掛金及び契約資産 33,420 33,850

電子記録債権 8,909 9,716

商品及び製品 17,187 15,254

仕掛品 4,900 5,170

原材料及び貯蔵品 11,876 11,409

その他 919 737

貸倒引当金 △34 △49

流動資産合計 92,524 91,564

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,917 7,872

機械及び装置（純額） 16,622 16,385

土地 22,611 22,611

その他（純額） 1,136 1,972

有形固定資産合計 48,288 48,842

無形固定資産 470 449

投資その他の資産

投資有価証券 3,193 3,352

差入保証金 1,764 1,764

その他 2,935 2,908

貸倒引当金 △28 △28

投資その他の資産合計 7,864 7,996

固定資産合計 56,623 57,288

資産合計 149,148 148,852
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,345 12,822

電子記録債務 2,757 3,801

短期借入金 2,546 2,541

未払金 2,788 3,246

未払費用 1,739 1,792

未払法人税等 883 677

賞与引当金 1,028 478

環境対策引当金 17 11

解体撤去引当金 231 -

その他 600 1,376

流動負債合計 26,941 26,749

固定負債

長期借入金 6,515 6,383

繰延税金負債 3,183 3,237

再評価に係る繰延税金負債 1,030 1,030

環境対策引当金 5 5

解体撤去引当金 187 187

関係会社事業損失引当金 893 893

退職給付に係る負債 2,314 2,310

その他 1,265 1,249

固定負債合計 15,396 15,299

負債合計 42,337 42,048

純資産の部

株主資本

資本金 20,044 20,044

資本剰余金 7,857 7,857

利益剰余金 75,936 75,827

自己株式 △773 △773

株主資本合計 103,065 102,956

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 928 1,034

土地再評価差額金 2,359 2,359

退職給付に係る調整累計額 456 452

その他の包括利益累計額合計 3,744 3,846

純資産合計 106,810 106,803

負債純資産合計 149,148 148,852
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 47,682 38,897

売上原価 41,683 33,773

売上総利益 5,998 5,124

販売費及び一般管理費

販売費 1,460 1,321

一般管理費 1,944 2,015

販売費及び一般管理費合計 3,404 3,336

営業利益 2,593 1,787

営業外収益

受取利息 11 10

受取配当金 46 51

持分法による投資利益 22 23

その他 24 28

営業外収益合計 105 113

営業外費用

支払利息 47 52

賃借料 33 33

その他 49 40

営業外費用合計 130 126

経常利益 2,568 1,774

特別利益

固定資産売却益 0 5

特別利益合計 0 5

特別損失

固定資産除却損 7 96

特別損失合計 7 96

税金等調整前四半期純利益 2,561 1,682

法人税等 861 599

四半期純利益 1,699 1,082

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,699 1,082
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 1,699 1,082

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 106

繰延ヘッジ損益 △0 -

退職給付に係る調整額 △12 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △6 102

四半期包括利益 1,693 1,185

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,693 1,185

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定

実効税率を使用する方法によっております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 696百万円 757百万円



株式会社中山製鋼所(5408) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 8 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額鉄鋼

エンジニア
リング

不動産 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 47,009 416 － 47,425 － 47,425

その他の収益 － － 256 256 － 256

外部顧客への売上高 47,009 416 256 47,682 － 47,682

セグメント間の内部売上高又は振替高 76 2 107 185 △185 －

計 47,086 418 363 47,868 △185 47,682

セグメント利益(経常利益) 2,394 19 188 2,602 △33 2,568

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益又は損失 金 額

報告セグメント計 2,602

セグメント間取引消去 △0

全社営業外損益（注） △33

四半期連結損益計算書の経常利益 2,568

（注）全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない営業外収益と営業外費用の差額であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額鉄鋼

エンジニア
リング

不動産 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 38,257 390 － 38,648 － 38,648

その他の収益 － － 248 248 － 248

外部顧客への売上高 38,257 390 248 38,897 － 38,897

セグメント間の内部売上高又は振替高 29 16 116 162 △162 －

計 38,287 407 365 39,059 △162 38,897

セグメント利益又は損失(△)
(経常利益又は経常損失(△))

1,622 △2 177 1,796 △22 1,774

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益又は損失 金 額

報告セグメント計 1,796

セグメント間取引消去 △0

全社営業外損益（注） △22

四半期連結損益計算書の経常利益 1,774

（注）全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない営業外収益と営業外費用の差額であります。


